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 今年の総務常任委員会の視察は、 

１．滋賀県米原市 土砂災害への対応と復旧状況および課題等について 

２．京都府京都市 京都市メディア支援センターについて 

３．大阪府豊中市 庄内コラボセンターについて 

   の 3自治体の上記事項の視察を予定しました。 

  たまたま、自治体規模は順に小規模、大規模、中規模と 3種類の自治体に訪問することがで

きました。それぞれに町田市に施策に対応した課題について、視察をお願いしたものです。 

  ここでは、３．大阪府豊中市 庄内コラボセンターについて 2026.05.13 を報告します。 

 

＜概要＞ 

 豊中市は、大阪市の北側に位置し、人口は約 40万人、町田市と異なり、すでに中核市になって

います。面積は、36.39km2であり、町田市の半分ほどしかなく、市内全域で言うと、市街化の割合

は倍ほどになりますが、町田市が丘陵部分が比較的に残っており、実質的な街の景観は町田市

の中を歩ている感がありました。 

 

 訪れた庄内地域は、鉄道敷設と沿線開発が明治期から行われており、阪急宝塚線が通り、町田

市で言うと、小田急線の原町田あたりに相当するような光景でした。また、駅前にアーケード街も

残っており、かといって、マンション化は進んでおらず、豊中市の中で人口減少の地域であるという

ことでした。他方で、千里ニュータウン方面（北大阪急行）方面は人口増が続いているという正反

対の人口動性が続いているとのことでした。豊中市内での移動が多数あるということになります。 



 
 今回、視察の対象は、阪急宝塚線が通る、市内南部地域、庄内地域と言われる地域に建てられ

た庄内コラボセンターと言う施設でした。 

 

 

 
＜所感＞ 

 庄内コラボセンター（愛称：ショコラ）は、子育て支援、図書館、保健センター、市役所の出張所な

ど 10の機能が集約された複合施設です。 



 

 

 
向こう側は、豊中市立庄内さくら学園。渡り廊下で移動できるが、通常は（学校施設でもあり、）

ドアが施錠されていた。 

 同じスペースにある豊中市立庄内さくら学園（1－9年までの義務教育学校）と、 庄内コラボセン

ター（愛称：ショコラ）は、地域拠点の一体化整備が行われたものです。 

 視察では、学校部門は外れていました。 

 

つまり、庄内コラボセンターのみを視察見学しました。フロアー構成は以下の通りでした。 

1階：市民公益活動支援センター、庄内保健センター、子育て支援センターほっぺ南部分室、総合

案内（庄内公民館兼庄内コラボセンター事務所） 

2階：庄内図書館、こども・教育総合相談窓口、庄内コラボセンター貸室  

3階：庄内出張所、庄内介護予防センター、豊中しごと・くらしセンター、庄内コラボセンター貸室 

4階：庄内公民館貸室、庄内コラボセンター貸室、防災倉庫 

 



市民公益活動支援として、交代で市民が運営する喫茶と、図書館図書のリサイクル本が販売され

ていた。 

 

 特徴は町田市の市民センターとは異なり、市民の各種届出を行う、庄内出張所が 3階にあるこ

とでした。市民の活動支援を優先したもので、公民館機能を 1階に配置したためと思われました。

また、庄内保健センター、子育て支援センターほっぺ南部分室が一階にあるのも、子育て支援事

業や健康対策を優先した発想のもとにあるものと思われました。 

 

利用が開始されたのが 2023年 4月と言い、まだまだ真新しい景観をなしていました。施設の特

徴では、就労・生活困窮者支援拠点（しごと・くらしセンター）が開設され、職業安定所の機能を一

部代替えしているのでないかと思われましたが、この地域が豊中市の中では高齢者が多い、収入

が比較的に低い人も多く、就労と言う事業の役割の高さが求めれているようでした。 

 



 

 囲碁が配置されている。聞くと、マージャンも脳トレで利用可能と言う。 

 

倉庫に保管されている。 

  

 豊中市は、相当の意欲を持ってこの統合施設を造っており、この施設に人が集まり、市民交流

の場となることを期待していることが明らかでした。 

 そのため、この庄内コラボセンターで行われるイベントが大規模なものを目指しており、町田市

の市民センターのセンターまつりの規模に比べてはるかに大きな規模に思えました。 


